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(57)【要約】
　鉗子栓３０の中心軸Ｏからオフセットした位置にてガ
イドワイヤ１１０を固定するワイヤ固定部材４５を設け
ると共に、ワイヤ固定部材４５の方向にガイドワイヤ１
１０が延在することを一部規制するための案内片５０を
設け、この案内片５０により、鉗子栓３０から突出した
直後に位置するガイドワイヤ１１０の一部をスリット４
１及びシール孔３７ａの中心軸Ｏに沿って延在させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　器具及び当該器具をガイドするためのガイドワイヤを挿入部内に挿通可能な管路と、前
記管路を操作部において外部に開口する鉗子口金と、を備えた内視鏡に取り付けられる器
具挿入補助具であって、
　前記鉗子口金を閉塞するように取り付けられ、前記器具及び前記ガイドワイヤが貫通可
能な孔を有する鉗子栓と、
　前記鉗子栓に隣接して取り付けられ、前記鉗子栓から突出した前記ガイドワイヤを前記
孔からオフセットした位置にて固定するワイヤ固定部材と、
　前記ガイドワイヤの前記ワイヤ固定部材の方向への延在を一部規制して、前記鉗子栓か
ら突出した直後に位置する前記ガイドワイヤの一部を前記孔の中心軸に沿って延在させる
案内片と、を有することを特徴とする器具挿入補助具。
【請求項２】
　前記案内片は、前記ガイドワイヤが係合可能な係合凹部を有することを特徴とする請求
項１に記載の器具挿入補助具。
【請求項３】
　前記係合凹部は、前記ガイドワイヤと前記器具とに対して一体的に係合可能であること
を特徴とする請求項２に記載の器具挿入補助具。
【請求項４】
　前記案内片は、前記ワイヤ固定部材に設けられていることを特徴とする請求項１に記載
の器具挿入補助具。
【請求項５】
　前記案内片は、前記鉗子栓に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の器具挿
入補助具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部に鉗子等の器具を導くための鉗子口金を備えた内視鏡に適合する器具挿
入補助具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、消化管系及び膵胆管系などにある疾患部分を、挿入機器、例えば、被検体内に挿
入される挿入部の先端部の側面に観察光学系が設けられた、所謂側視型内視鏡（以下、単
に内視鏡と称す）を用いて観察、処置することが行われている。
【０００３】
　この内視鏡を用いた膵胆管系などの処置としては、内視鏡によって胆管または膵管を造
影する診断処置の他、胆管（または膵管内）を撮影する胆道用の内視鏡による検査、総胆
管などに存在する胆石をバルーン、把持処置具などにより回収する治療的処置などが挙げ
られる。
【０００４】
　ここで、例えば、総胆管に対する処置に際しては、カテーテル等の複数の処置具（器具
）を、選択的に複数回、胆管に対して挿抜する必要がある。そこで、通常、この種の処置
では、先ず、内視鏡挿入部の先端部を十二指腸乳頭付近まで挿入し、処置具挿通用チャン
ネルを介して体腔内に導かれたガイドワイヤをＸ線透視下で胆管内に挿入する。そして、
ガイドワイヤを胆管内に留置させたまま、内視鏡操作部の処置具挿通口から延出するガイ
ドワイヤの基端側を、処置具に形成されたガイドワイヤ管腔に挿通させ、ガイドワイヤに
沿って処置具を胆管内に導くことにより、各種処置具の選択的な挿入を容易に行うことが
可能となっている。
【０００５】
　このような処置に用いられる処置具においては、ガイドワイヤの長さを短縮し、手術室
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内で行われる処置具の交換作業等の効率化を図ること等を目的として、例えば日本国特開
２００３－１１６７７７号公報に開示されているように、ガイドワイヤ管腔を処置具の先
端側の一部に限定的に設けた構成が知られている。
【０００６】
　さらに、日本国特開２００３－１１６７７７号公報には、ガイドワイヤを介して処置具
を交換する際に、術者と介助者が接近した連係作業をなくし、処置具の交換を少人数で実
行可能とすること等を目的として、鉗子口金に隣接する位置にガイドワイヤ係止部を設け
、鉗子口金に取り付けられた鉗子栓から延出するガイドワイヤを、ガイドワイヤ係止部に
固定する技術が開示されている。
【０００７】
　しかしながら、上述の日本国特開２００３－１１６７７７号公報に開示された技術のよ
うに、ガイドワイヤ係止部にガイドワイヤを固定する場合、ガイドワイヤは鉗子栓からガ
イドワイヤ係止部に向けて所定の角度を有して延出するため、ガイドワイヤと処置具とが
異なる方向に延出することとなる。このような場合、これらガイドワイヤと処置具とを液
密にシールすべく鉗子栓に設けられた丸孔やスリット等の孔部が広げられる等して、胆汁
等の体液等が外部に漏れ出す虞がある。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、鉗子栓からの体液等の漏出を抑制しつつ、
操作部側でガイドワイヤを固定することができる器具挿入補助具を提供することを目的と
する。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様による器具挿入補助具は、器具及び当該器具をガイドするためのガイド
ワイヤを挿入部内に挿通可能な管路と、前記管路を操作部において外部に開口する鉗子口
金と、を備えた内視鏡に取り付けられる器具挿入補助具であって、前記鉗子口金を閉塞す
るように取り付けられ、前記器具及び前記ガイドワイヤが貫通可能な孔を有する鉗子栓と
、前記鉗子栓に隣接して取り付けられ、前記鉗子栓から突出した前記ガイドワイヤを前記
孔からオフセットした位置にて固定するワイヤ固定部材と、前記ガイドワイヤの前記ワイ
ヤ固定部材の方向への延在を一部規制して、前記鉗子栓から突出した直後に位置する前記
ガイドワイヤの一部を前記孔の中心軸に沿って延在させる案内片と、を有するものである
。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】内視鏡の構成を示す図
【図２】挿入部の先端部の構成を示す斜視図
【図３】内視鏡に取り付けられる前の鉗子栓及びワイヤ固定部材を示す斜視図
【図４】鉗子栓及びワイヤ固定部材が取り付けられた内視鏡の要部を示す斜視図
【図５】鉗子栓から突出するガイドワイヤをワイヤ固定部材に固定した状態を示す斜視図
【図６】鉗子栓及びワイヤ固定部材が取り付けられた内視鏡の要部を示す断面図
【図７】鉗子栓から突出するガイドワイヤをワイヤ固定部材に固定した状態を示す断面図
【図８】案内片の要部を示す平面図
【図９】図７のIX－IX断面図
【図１０】図７のX－X断面図
【図１１】処置具の一例を示す斜視図
【図１２】図１１のXII－XII断面図
【図１３】図１１のXIII－XIII断面図
【図１４】第１の変形例に係り、鉗子栓から突出するガイドワイヤをワイヤ固定部材に固
定した状態を示す断面図
【図１５】第２の変形例に係り、案内片の要部を示す平面図
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【図１６】第３の変形例に係り、案内片の要部を示す平面図
【図１７】第４の変形例に係り、案内片の要部を示す平面図
【図１８】第５の変形例に係り、案内片の要部を示す平面図
【図１９】第６の変形例に係り、内視鏡に取り付けられる前のワイヤ固定部材を示す斜視
図
【図２０】第７の変形例に係り、ワイヤ固定部材を示す斜視図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の形態を説明する。図面は本発明の一実施形態に係り、図
１は内視鏡の構成を示す図、図２は挿入部の先端部の構成を示す斜視図、図３は内視鏡に
取り付けられる前の鉗子栓及びワイヤ固定部材を示す斜視図、図４は鉗子栓及びワイヤ固
定部材が取り付けられた内視鏡の要部を示す斜視図、図５は鉗子栓から突出するガイドワ
イヤをワイヤ固定部材に固定した状態を示す斜視図、図６は鉗子栓及びワイヤ固定部材が
取り付けられた内視鏡の要部を示す断面図、図７は鉗子栓から突出するガイドワイヤをワ
イヤ固定部材に固定した状態を示す断面図、図８は案内片の要部を示す平面図、図９は図
７のIX－IX断面図、図１０は図７のX－X断面図、図１１は処置具の一例を示す斜視図、図
１２は図１１のXII－XII断面図、図１３は図１１のXIII－XIII断面図である。
【００１２】
　先ず、図１および図２を参照して本実施の形態の内視鏡１の概略的な構成について説明
する。なお、本実施形態に内視鏡１は、被検体の内部を光学的に観察し、先端部に処置具
起上台を有する形態を例示するが、先端部に超音波探触子をさらに有し、被検体内におい
て超音波ビームを走査することによって被検体の超音波断層像を撮像する形態であっても
よい。
【００１３】
　内視鏡１は、被検体の内部に挿入可能な挿入部２と、挿入部２の基端に位置する操作部
３と、操作部３の側部から延出するユニバーサルコード４とを具備して主に構成されてい
る。
【００１４】
　挿入部２は、先端に配設される先端部１１、先端部１１の基端側に配設される湾曲自在
な湾曲部１２および湾曲部１２の基端側に配設され操作部３の先端側に接続される可撓性
を有する可撓管部１３が連設されて構成されている。
【００１５】
　操作部３には、管路である処置具チャンネル１９に連通する鉗子口金１４が設けられて
いる。また、操作部３には、湾曲部１２の湾曲を操作するためのアングルノブ１５、先端
部１１に設けられた流体送出部（不図示）からの流体の送出動作の制御を行うための送気
・送水ボタンなどのボタン類１６、先端部１１に設けられたレリーズスイッチなどのスイ
ッチ類１７および先端部１１に設けられた処置具起上台２１（図２参照）を起伏操作する
操作レバー１８が設けられている。
【００１６】
　挿入部２の先端部１１に設けられる処置具起上台２１は、先端部１１の側周部に設けら
れた開口部１１ａから突出する器具としての処置具１００（図２参照）を起伏して突出方
向を変更する。すなわち、ここでの内視鏡１は、照明窓２２、観察窓２３などが先端部１
１の側周部に設けられ、さらに、観察方向へ処置具１００を起上させる処置具起上台２１
が設けられた所謂側視型内視鏡である。なお、先端部１１には、主に観察窓２３を洗浄な
どする送気・送水ノズル２４が設けられている。
【００１７】
　ユニバーサルコード４の基端側には、図示しない光源装置に接続される内視鏡コネクタ
５が設けられている。光源装置から発せられた照明光は、ユニバーサルコード４、操作部
３および挿入部２に挿通された図示しないライトガイドバンドルを伝わって、先端部１１
に設けられた照明窓２２（図２参照）から出射される。なお、内視鏡１は、照明装置とし
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てＬＥＤ等の光源を先端部１１に備える構成であってもよい。
【００１８】
　内視鏡コネクタ５からは、ビデオケーブル６が延出されており、このビデオケーブル６
の端部にビデオコネクタ７が設けられている。このビデオコネクタ７は、図示しないカメ
ラコントロールユニットに電気的に接続される。
【００１９】
　カメラコントロールユニットは、ビデオコネクタ７を介して、先端部１１に設けられた
撮像装置に電気的に接続される。カメラコントロールユニットは、図示しない画像表示装
置に電気的に接続され、先端部１１に設けられた観察窓２３（図２参照）から撮像装置に
よって撮像された画像を図示しない画像表示装置に出力する。
【００２０】
　ここで、図１１～図１３を参照して、本実施形態の内視鏡１に用いられる処置具１００
の一例について説明する。図１１～図１３に示す処置具１００は、例えば、マルチルーメ
ンカテーテルによって構成されている。
【００２１】
　すなわち、図示の処置具１００には、例えば、その先端から基端までの長手方向（軸方
向）の全域にわたって設けられたルーメンとして、造影剤等を流通可能なインジェクショ
ンルーメン１０５と、送気ルーメン１０６と、が設けられている。さらに、処置具１００
の先端側の一部領域Ａには、後述するガイドワイヤ１１０を挿通可能な管腔であるガイド
ワイヤルーメン１０７が限定的に設けられている。
【００２２】
　また、処置具１００の基端側には処置具操作部１０２が連設されている。この処置具操
作部１０２には、インジェクションルーメン１０５に連通する送液口金１０８と、送気ル
ーメン１０６に連通する送気口金１０９と、が設けられている。
【００２３】
　上述のような構成の内視鏡１において、例えば、図３乃至図７に示すように、鉗子口金
１４には、器具挿入補助具としての鉗子栓３０が、着脱自在に取り付け可能となっている
。
【００２４】
　鉗子栓３０は、鉗子口金１４に開口された鉗子口１４ａを液密に閉塞するためのもので
あり、各々が弾性を有する樹脂等によって形成された、鉗子栓本体３１と、蓋体３２と、
を有して構成されている。
【００２５】
　鉗子栓本体３１は、外観が略樽形状をなす筒状の部材によって構成されている。
【００２６】
　この鉗子栓本体３１の一端側の内周部には、鉗子口金１４の外周部に周設された外向フ
ランジ１４ｂと嵌合可能な第１の円周溝３５が周設されている。そして、鉗子栓本体３１
の一端側の内部に鉗子口金１４が挿入され、第１の円周溝３５が外向フランジ１４ｂに対
して弾性的に嵌合されることにより、鉗子栓本体３１は鉗子口金１４に対して液密に連結
される。
【００２７】
　また、鉗子栓本体３１の他端側の内部には、蓋体３２と嵌合可能な第２の円周溝３６が
周設されている。
【００２８】
　さらに、鉗子栓本体３１の内部において、第１の円周溝３５と第２の円周溝３６との間
には、リップ状をなす内向フランジ３７が周設されている。この内向フランジ３７の内側
には孔部（孔）としてのシール孔３７ａが形成され、このシール孔３７ａは、鉗子栓本体
３１が鉗子口金１４に連結された際に鉗子口１４ａに対向する位置に設定されている。そ
して、このシール孔３７ａは、処置具１００及びガイドワイヤ１１０が挿通された際に、
これらの外周面に対して弾性的に摺接することが可能となっている。
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【００２９】
　蓋体３２は、連結バンド３３を介して鉗子栓本体３１と連結された、略円板状の部材に
よって構成されている。
【００３０】
　蓋体３２は、鉗子栓本体３１の他端側に冠設されることによって、鉗子口１４ａを液密
に閉塞するためのものであり、冠設時に鉗子栓本体３１と対向する一方の面側には、第２
の円周溝３６に嵌合可能な外向フランジ４０が設けられている。
【００３１】
　そして、鉗子栓本体３１の他端側の内部に挿入された外向フランジ４０が、第２の円周
溝３６に対して弾性的に嵌合することにより、蓋体３２は鉗子栓本体３１に対して液密に
連結される。
【００３２】
　また、蓋体３２には、鉗子栓本体３１との連結時にシール孔３７ａ（及び、鉗子口１４
ａ）と対向する位置に、処置具１００及びガイドワイヤ１１０が貫通可能な孔としてのス
リット４１が設けられている。
【００３３】
　このスリット４１は、処置具１００及びガイドワイヤ１１０が抜去されている通常時に
は、その弾性による復元力によって鉗子口１４ａを液密に閉塞する常閉のスリットである
。
【００３４】
　一方、スリット４１は、処置具１００及びガイドワイヤ１１０の挿通時に、これらによ
って押し広げられることにより、開口される。そして、このスリット４１は、処置具１０
０及びガイドワイヤ１１０が挿通された際に、これらの外周面に対して弾性的に摺接する
ことが可能となっている。
【００３５】
　このようにスリット４１及びシール孔３７ａを貫通して鉗子口１４ａ内に挿入された処
置具１００及びガイドワイヤ１１０は、処置具チャンネル１９を経て、被検体内の目的位
置まで到達することが可能となっている。
【００３６】
　ここで、ガイドワイヤ１１０は、一旦被検体内に挿入された後は、所定の処置が終了す
るまで被検体内に留置され、ガイドワイヤ１１０が留置された後は、各種処置具１００は
、このガイドワイヤ１１０にガイドされながら、被検体に対して適宜選択的に挿抜される
。
【００３７】
　このような処置具１００の挿抜時や各種処置具１００を用いた処置を行う際等に、補助
者等に頼ることなくガイドワイヤ１１０の長手方向への移動を防止するため、操作部３に
は、鉗子栓３０に隣接する位置に、器具挿入補助具としてのワイヤ固定部材４５が取り付
けられている。
【００３８】
　このワイヤ固定部材４５は、例えば、一端側に固定部４６が設けられた略平板状をなす
樹脂製の部材によって構成され、鉗子栓３０のスリット４１及びシール孔３７ａからオフ
セットした位置にて操作部３に固定されている。
【００３９】
　具体的には、例えば、図６に示すように、ワイヤ固定部材４５の他端側は、操作部３か
ら突設されたマウント部３ａ（鉗子口金１４が取り付けられるマウント部）に対し、ねじ
止め等によって固定されている。
【００４０】
　また、例えば、図３，４に示すように、固定部４６は、フック状をなす第１の係合部４
７と、つづら折れ形状をなす第２の係合部４８と、を有して構成されている。そして、例
えば、図５，７に示すように、固定部４６は、鉗子栓３０から突出されたガイドワイヤ１
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１０を、第１の係合部４７と第２の係合部４８に対して順次係合させることにより、当該
ガイドワイヤ１１０を長手方向に進退移動不能に固定することが可能となっている。
【００４１】
　また、このような係合による固定時において、鉗子栓３０から突出した直後に位置する
ガイドワイヤ１１０の一部の延在方向を規定するため、ワイヤ固定部材４５には、器具挿
入補助具としての案内片５０が設けられている。
【００４２】
　この案内片５０は、例えば、ワイヤ固定部材４５から突設された平板状の部材によって
構成され、その突端部がスリット４１及びシール孔３７ａの中心軸Ｏに近接するよう配置
されている。
【００４３】
　この案内片５０の突端部には、例えば、ガイドワイヤ１１０と係合可能なＵ字溝状をな
す係合凹部５１が、中心軸Ｏに沿って形成されている。そして、案内片５０は、ガイドワ
イヤ１１０を係合凹部５１に係合させることにより、鉗子栓３０から突出した直後に位置
するガイドワイヤ１１０の一部を、中心軸Ｏに沿って延在する方向に規定することが可能
となっている。すなわち、案内片５０は、鉗子栓３０から突出した直後であって、固定部
４６に係合する手前のガイドワイヤ１１０の一部が、固定部４６の方向へと延在すること
（すなわち、固定部４６の方向に直線的に最短距離にて延在すること）を一部規制するこ
とが可能となっている。
【００４４】
　このような実施形態によれば、鉗子栓３０の中心軸Ｏからオフセットした位置にてガイ
ドワイヤ１１０を固定するワイヤ固定部材４５を設けると共に、ワイヤ固定部材４５の方
向にガイドワイヤ１１０が延在することを一部規制するための案内片５０を設け、この案
内片５０により、鉗子栓３０から突出した直後に位置するガイドワイヤ１１０の一部をス
リット４１及びシール孔３７ａの中心軸Ｏに沿って延在させることにより、鉗子栓３０か
らの体液等の漏出を抑制しつつ、操作部３側においてガイドワイヤ１１０を好適に固定す
ることができる。
【００４５】
　すなわち、中心軸Ｏからオフセットした位置にて固定されるガイドワイヤ１１０の延在
方向を案内片５０によって一部変更することにより、鉗子栓３０から突出した直後に位置
するガイドワイヤ１１０の一部に、中心軸Ｏに沿う方向以外の張力が発生することを防止
することができる。これにより、例えば、図９，１０に示すように、ガイドワイヤ１１０
が、スリット４１及びシール孔３７ａを必要以上に弾性変形させて拡開させることを防止
することができる。加えて、スリット４１及びシール孔３７ａを貫通する部位におけるガ
イドワイヤ１１０を、処置具１００から離間させることなく延在させることができる。こ
れらにより、スリット４１及びシール孔３７ａに不要な隙間が形成されることを抑制する
ことができ、処置具チャンネル１９内に流入した体液等が、スリット４１及びシール孔３
７ａの隙間を経て外部に漏出することを好適に抑制することができる。なお、案内片５０
によって延在方向を規制しなかった場合のガイドワイヤ１１０の状態を、比較例として、
図９，１０中に一点鎖線で例示する。
【００４６】
　ここで、案内片５０の取付位置については種々の変更が可能であり、例えば、図１４に
示すように、案内片５０を、ワイヤ固定部材４５に代えて、鉗子栓３０の蓋体３２に一体
的に設けることも可能である。
【００４７】
　このような構成においても、上述の実施形態と同様の作用効果を奏することができる。
【００４８】
　また、係合凹部の形状については種々の変更が可能であり、例えば、図１５に示すよう
に、ガイドワイヤ１１０と係合可能なＵ字溝状の凹部５２ａの先端側に、処置具１００と
係合可能な矩形溝状の凹部５２ｂを一体的に連設して係合凹部５２を構成することも可能
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ても規定することができ、より効果的にスリット４１及びシール孔３７ａからの体液等の
漏出を抑制することができる。
【００４９】
　また、例えば、図１６に示すように、ガイドワイヤ１１０と係合可能なＵ字溝状の凹部
５３ａの先端側に、処置具１００と係合可能なＵ字溝状の凹部５３ｂを一体的に連設して
係合凹部５３を構成することも可能である。
【００５０】
　また、例えば、図１７に示すように、ガイドワイヤ１１０及び処置具１００と係合可能
なＶ字溝状の凹部によって係合凹部５４を構成することも可能である。
【００５１】
　さらに、例えば、図１８に示すように、ガイドワイヤ１１０と係合可能なＵ字溝状の凹
部５５ａの先端側に、処置具１００と係合可能な弾性を有するＣ字状の凹部５５ｂを一体
的に連設して係合凹部５５を構成することも可能である。
【００５２】
　また、内視鏡１に対するワイヤ固定部材４５の取付構造についても種々の変形が可能で
あり、例えば、図１９に示すように、マウント部３ａにスリット３ｂを設けると共に、ワ
イヤ固定部材４５の他端側にスリット３ｂに嵌入可能な台座４５ａを設け、この台座４５
ａをスリット３ｂに嵌入することによってワイヤ固定部材４５を内視鏡１に取り付けるこ
とも可能である。
【００５３】
　さらに、例えば、図２０に示すように、ワイヤ固定部材４５の他端側にＣリング状のフ
ック４５ｂを設け、このフック４５ｂを操作部３に対して弾性変形させながら係合させる
ことによって、ワイヤ固定部材４５を内視鏡１に取り付けることも可能である。
【００５４】
　なお、本発明は、以上説明した各実施形態に限定されることなく、種々の変形や変更が
可能であり、それらも本発明の技術的範囲内である。例えば、上述の実施形態及び各変形
例の構成を適宜組み合わせてもよいことは勿論である。
【００５５】
　本出願は、２０１６年４月１８日に日本国に出願された特願２０１６－８３０８１号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲に引用されるものとする。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月26日(2017.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一態様による器具挿入補助具は、器具及び当該器具をガイドするためのガイド
ワイヤを挿入部内に挿通可能な管路と、前記管路を操作部において外部に開口する鉗子口
金と、前記鉗子口金を閉塞するように取り付けられ、前記器具及び前記ガイドワイヤが貫
通可能な孔を有する鉗子栓と、を備えた内視鏡に取り付けられる器具挿入補助具であって
、前記鉗子栓に隣接し前記孔からオフセットした位置にて前記内視鏡の操作部に固定され
る、板状をなすワイヤ固定部材と、前記鉗子栓から突出した前記ガイドワイヤが延在する
方向を一部規制して、前記鉗子栓から突出した直後に位置する前記ガイドワイヤの一部を
前記孔の中心軸に沿って延在させる、前記ワイヤ固定部材から突出する板状の案内片と、
前記案内片によって延在する方向を規制された前記ガイドワイヤを係合させる、前記ワイ
ヤ固定部材から突出するフック状の第１の係合部と、前記第１の係合部に係合した前記ガ
イドワイヤの他の部分をさらに係合させる、つづら折れ形状をなす第２の係合部と、を有
するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　器具及び当該器具をガイドするためのガイドワイヤを挿入部内に挿通可能な管路と、前
記管路を操作部において外部に開口する鉗子口金と、前記鉗子口金を閉塞するように取り
付けられ、前記器具及び前記ガイドワイヤが貫通可能な孔を有する鉗子栓と、を備えた内
視鏡に取り付けられる器具挿入補助具であって、
　前記鉗子栓に隣接し前記孔からオフセットした位置にて前記内視鏡の操作部に固定され
る、板状をなすワイヤ固定部材と、
　前記鉗子栓から突出した前記ガイドワイヤが延在する方向を一部規制して、前記鉗子栓
から突出した直後に位置する前記ガイドワイヤの一部を前記孔の中心軸に沿って延在させ
る、前記ワイヤ固定部材から突出する板状の案内片と、
　前記案内片によって延在する方向を規制された前記ガイドワイヤを係合させる、前記ワ
イヤ固定部材から突出するフック状の第１の係合部と、
　前記第１の係合部に係合した前記ガイドワイヤの他の部分をさらに係合させる、つづら
折れ形状をなす第２の係合部と、
　を有することを特徴とする器具挿入補助具。
【請求項２】
　前記案内片は、前記ガイドワイヤが係合可能な係合凹部を有することを特徴とする請求
項１に記載の器具挿入補助具。
【請求項３】
　前記係合凹部は、前記ガイドワイヤと前記器具とに対して一体的に係合可能であること
を特徴とする請求項２に記載の器具挿入補助具。
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